
令和６年度大阪府公立学校教員採用選考テスト

高等学校　公民・福祉共通

解答についての注意点

１　解答用紙は、記述式解答用紙とマーク式解答用紙の２種類があります。

２　�大問 １ については、記述式解答用紙に、大問 ２ ～大問 ５ については、マーク式解答用紙
に記入してください。

３　�解答用紙が配付されたら、まずマーク式解答用紙に受験番号等を記入し、受験番号に対応する
数字を、鉛筆で黒くぬりつぶしてください。

　　記述式解答用紙は、全ての用紙の上部に受験番号のみを記入してください。

４　�大問 ２ ～大問 ５ の解答は、選択肢のうちから、問題で指示された解答番号の欄にある数字
のうち一つを黒くぬりつぶしてください。

　　�例えば、「解答番号は １ 」と表示のある問題に対して、「３」と解答する場合は、�
解答番号 １ の欄に並んでいる　①　②　③　④　⑤　の中の　③　を黒くぬりつぶしてください。

５　�間違ってぬりつぶしたときは、消しゴムできれいに消してください。二つ以上ぬりつぶされて
いる場合は、その解答は無効となります。

６　その他、係員が注意したことをよく守ってください。

指示があるまで中をあけてはいけません。



　�　次の各問いに答えよ。

（１�）下の文章は、「医師法第17条、歯科医師法第17条及び保健師助産師看護師法第31条の解釈に
ついて」（平成17年７月26日　厚生労働省医政局長通知）の一部である。文中、A～Ｊに当ては
まる語を語群から選び解答欄に書きなさい。ただし、語群には不要な語も含まれている。

　　

１�　水銀体温計・電子体温計により（Ａ）で体温を計測すること、及び耳式電子体温計によ
り外耳道で体温を測定すること
２　自動血圧測定器により血圧を測定すること
３�　新生児以外の者であって入院治療の必要がないものに対して、動脈血酸素飽和度を測定
するため、（Ｂ）を装着すること
４�　軽微な切り傷、擦り傷、（Ｃ）等について、専門的な判断や技術を必要としない処置をす
ること（汚物で汚れたガーゼの交換を含む。）
５�　患者の状態が以下の３条件を満たしていることを医師、歯科医師又は看護職員が確認し、
これらの免許を有しない者による医薬品の使用の介助ができることを本人又は家族に伝え
ている場合に、事前の本人又は家族の具体的な依頼に基づき、医師の処方を受け、あらか
じめ薬袋等により患者ごとに区分し授与された医薬品について、医師又は歯科医師の処方
及び薬剤師の服薬指導の上、看護職員の保健指導・助言を遵守した医薬品の使用を介助す
ること。具体的には、皮膚への（Ｄ）の塗布（褥瘡の処置を除く。）、皮膚への（Ｅ）の貼付、
点眼薬の点眼、一包化された内用薬の内服（舌下錠の使用も含む）、肛門からの坐薬挿入又
は鼻腔粘膜への薬剤噴霧を介助すること。中略
注１�　以下に掲げる行為も、原則として、医師法第17条、歯科医師法第17条及び保健師助産

師看護師法第31条の規制の対象とする必要がないものであると考えられる。
　①�　爪そのものに異常がなく、爪の周囲の皮膚にも化膿や炎症がなく、かつ、（Ｆ）等の疾

患に伴う専門的な管理が必要でない場合に、その爪を爪切りで切ること及び爪ヤスリで
やすりがけすること

　②�　重度の（Ｇ）等がない場合の日常的な口腔内の刷掃・清拭において、歯ブラシや綿棒
又は巻き綿子などを用いて、歯、口腔粘膜、舌に付着している汚れを取り除き、清潔に
すること

　③　耳垢を除去すること（耳垢塞栓の除去を除く）
　④�　（Ｈ）装具のパウチにたまった排泄物を捨てること。(肌に接着したパウチの取り替え

を除く。)
　⑤　自己導尿を補助するため、（Ｉ）の準備、体位の保持などを行うこと
　⑥　市販の（Ｊ）グリセリン浣腸器を用いて浣腸すること

１
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【語群】　ディスポーザブル　　　腋下　　　糖尿病　　　ネブライザー
　　　　軟膏　　　湿布　　　パルスオキシメータ　　　心臓病　　　舌下
　　　　捻挫　　　歯周病　　　カテーテル　　　ストマ　　　やけど

（２�）令和４年12月１日に「医師法第17条、歯科医師法第17条及び保健師助産師看護師法第31条の
解釈について（その２）」が厚生労働省医政局長より通知された。また、この通知に先立ち、令
和２年７月17日に閣議決定された、規制改革実施計画により、平成17年通知に記載のない行為
のうち、介護現場で実施されることが多いと考えられる行為を中心に、医行為ではないと考えら
れる行為を整理し、周知した上で、介護職員がそれらの行為を安心して行えるよう、ケアの提供
体制について本人、家族、介護職員、看護職員、主治医等が事前に合意するプロセスを明らかに
することとされた。令和４年通知において、原則として医行為に該当しない行為として誤ってい
るものを１～５から一つ選び、解答欄に数字を書きなさい。

　１�　インスリン注射の実施に当たって、あらかじめ医師から指示されたタイミングでの実施の声か
け、見守り、未使用の注射器等の患者への手渡しを行うこと

　２　患者への持続血糖測定器のセンサーの貼付を行うこと
　３�　鼻からの経管栄養の場合に、既に留置されている栄養チューブが胃に挿入されているかを確認

すること
　４　酸素マスクや経鼻カニューレの装着等の準備や、酸素離脱後の片付けを行うこと
　５　食事（とろみ食を含む。）の介助を行うこと

（３�）平成29年10月４日に出された報告書「介護人材に求められる機能の明確化とキャリアパスの
実現に向けて」（社会保障審議会福祉部会・福祉人材確保専門委員会）では、「求められる介護福
祉士像」について、下記の10項目が示された。項目中の空欄A～Dに当てはまる語を解答欄に�
書きなさい。

　１　（　A　）と自立を支えるケアを実践する
　２　専門職として自律的に介護過程の展開ができる�
　３　身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開できる�
　４�　介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人や家族等の（　B　）を重視した支援が
できる

　５�　QOL（生活の質）の維持・向上の視点を持って、（　C　）からリハビリテーション、看取り
まで、対象者の状態の変化に対応できる

　６　地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が望む生活を支えることができる
　７　関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働による（　D　）を実践する
　８　本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、的確な記録・記述ができる
　９　制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる
　10　介護職の中で中核的な役割を担う
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（４）車イスの移動介助の方法について次の各問いに答えよ。

　ア�　下の車イス介助のイラストを見て、あとの空欄（A）～（D）に入る適切な語句をそれぞれ、
次の【語群】から一つずつ選び、解答欄に書きなさい。ただし、語群には不要な語句も含まれて
いる。

　　

【語群】　フットレスト　　　キャスター　　　駆動輪（後輪）　　　ハンドリム
　　　　ティッピングバー　　　グリップ　　　バックレスト

　段差の上がり方
　①　段差の前で（　A　）を踏んで（　B　）を浮かします。
　②　（　B　）を上の段に上げて前進します。
　③　必ず（　C　）を段差に密着させ（　D　）を押して段差を上がります。

　大田仁史・三好春樹『完全図解　新しい介護』より
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著作権保護の観点により、
図を掲載いたしません。

出典：�『完全図解　新しい介護』全面改訂版
　　　大田仁史・三好春樹著　講談社
　　　215ページ

　①

　②

　③



　大阪府では、「障害」という言葉が、前後の文脈から人や人の状態を表す場合は、「害」の漢字をひらがな
表記とし、「障がい」としています。問題中では、機関・団体の名称等の固有名詞や、法令や文献等からの引
用部分については、もとの「障害」の表記にしています。

　�　次の（１）、（２）の問いに答えよ。

（１�）次の文章は、平成30年２月16日に閣議決定された「高齢社会対策大綱　第２�分野別の基本的
施策-２　２�健康・福祉」の一部である。次のア～オの問いに答えよ。

　　

　今後の①高齢化の進展等を踏まえ、地域包括ケアシステムの一層の推進を図るとともに、�

②認知症を有する人が地域において自立した生活を継続できるよう支援体制の整備を更に推
進する。また、③家族の介護を行う現役世代にとっても働きやすい社会づくりのため、介護の
受け皿整備や介護人材の処遇改善等の「（　A　）ゼロ」に向けた取組を推進する。
　高齢化の進展に伴い医療費・介護費の増加が見込まれる中、国民のニーズに適合した効果的
なサービスを効率的に提供し、人口構造の変化に対応できる持続可能な医療・④介護保険制度
を構築する。また、人生の最終段階における医療について国民全体で議論を深める。

　ア　文章中の空欄（　A　）に入る語句として最も適しているものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は １

　１　介護離職　　　２　施設介護　　　３　社会的入院
　４　認認介護　　　５　老老介護

　イ�　下線部①に関連して、「令和５年度版　高齢社会白書」に示される日本の令和２年時点での高齢
化率（総人口に占める65歳以上の人口の割合）として最も適しているものを１～５から一つ選べ。
解答番号は ２

　１　23.0%　　　２　26.6%　　　３　28.６%　　　４　30.8%　　　５　32.3％

２
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　ウ�　下線部②に関連して、厚生労働省が定義する「認知症」に関する記述として最も適しているもの
を１～５から一つ選べ。解答番号は ３

　１　70歳未満で発症する認知症を若年性認知症とよぶ。
　２�　レビー小体型認知症とは、脳梗塞や脳出血といった脳血管障害によって、一部の神経細胞に栄

養や酸素が行き渡らなくなり認知症をきたすものである。
　３　1994年に世界アルツハイマーデーは制定され、その日付は毎年３月21日である。
　４�　認知症によるもの忘れは、体験したことの一部を忘れるというものである。例えば、朝ごはん

のメニューを忘れるなどである。
　５�　認知症サポーターは認知症について正しい知識をもち、認知症の人や家族を応援し、だれもが

暮らしやすい地域をつくっていくボランティアである。

　エ�　下線部③に関連して、図１は要介護者等との続柄別主な介護者の構成割合である。図１の円グ
ラフの空欄B～Fには、「子」、「子の配偶者」、「配偶者」、「父母」、「その他の親族」のいずれかが
入る。空欄Cに入る語句として最も適しているものを１～５から一つ選べ。解答番号は ４

図１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図１は厚生労働省「国民生活基礎調査」（2019年）を基に作成） 

　１　子　　　２　子の配偶者　　　３　配偶者　　　４　父母　　　５　その他の親族
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　オ�　下線部④に関連して、次のG～Kは介護保険サービスを利用しようとしているある申請者の介
護保険サービスの利用開始までのできごとに関する記述である。G～Kを適切に並び替えたもの
を１～５から一つ選べ。（ただし、この申請者は暫定ケアプランを利用しないものとする。）

　　解答番号は ５

　Ｇ　介護（介護予防）サービス計画書を作成してもらう。
　Ｈ　住まいの市区町村の窓口で要介護認定（要支援認定を含む）の申請を行う。
　Ｉ�　市区町村等の調査員が申請者の自宅や施設等を訪問し、認定調査が行われる。また、市区町村

からの依頼により、主治医が意見書を作成する。
　Ｊ�　市区町村が介護認定審査会の判定結果にもとづいて、要介護認定（要支援認定を含む）を行い、

結果を申請者へ通知する。
　Ｋ�　調査結果と主治医の意見書の一部がコンピューターに入力され、一次判定が行われる。一次判

定の結果と主治医の意見書をもとに、介護認定審査会が開かれ、二次判定が行われる。

　１　Ｈ　→　Ｉ　→　Ｇ　→　Ｋ　→　Ｊ
　２　Ｈ　→　Ｉ　→　Ｋ　→　Ｊ　→　Ｇ
　３　Ｈ　→　Ｉ　→　Ｋ　→　Ｇ　→　Ｊ
　４　Ｉ　→　Ｈ　→　Ｋ　→　Ｊ　→　Ｇ
　５　Ｉ　→　Ｈ　→　Ｋ　→　Ｇ　→　Ｊ
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（２�）次の表１は、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支
援法）」（令和５年４月施行）第一章　総則（第一条‐第五条）に記されている障害福祉サービス
の一部についてまとめたものである。空欄（　A　）～（　E　）に当てはまる語句として最も適
しているものはどれか。それぞれ１～５から一つ選べ。

　　　表１

サービスの種類 サービスの内容

（　A　）
視覚障害により、移動に著しい困難を有する障害者等につき、外出時
において、当該障害者等に同行し、移動に必要な情報を提供するとと
もに、移動の援護その他の主務省令で定める便宜を供与すること。

（　B　）

知的障害又は精神障害により行動上著しい困難を有する障害者等で
あって常時介護を要するものにつき、当該障害者等が行動する際に
生じ得る危険を回避するために必要な援護、外出時における移動中
の介護その他の主務省令で定める便宜を供与すること。

（　C　）

通常の事業所に雇用されることが困難な障害者につき、就労の機会
を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、
その知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の主務省令で定
める便宜を供与すること。

（　D　）

施設入所支援又は共同生活援助を受けていた障害者その他の主務省
令で定める障害者が居宅における自立した日常生活を営む上での各
般の問題につき、主務省令で定める期間にわたり、定期的な巡回訪
問により、又は随時通報を受け、当該障害者からの相談に応じ、必
要な情報の提供及び助言その他の主務省令で定める援助を行うこ
と。

（　E　）

常時介護を要する障害者として主務省令で定める者につき、主とし
て昼間において、障害者支援施設その他の主務省令で定める施設に
おいて行われる入浴、排せつ又は食事の介護、創作的活動又は生産
活動の機会の提供その他の主務省令で定める便宜を供与すること。

　空欄（　A　）の語群（解答番号は ６ ）

　１　行動援護　　　２　重度障害者等包括支援　　　３　自立訓練
　４　同行援護　　　５　療養介護
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　空欄（　B　）の語群（解答番号は ７ ）

　１　共同生活援助　　　２　行動援護　　　３　重度障害者等包括支援
　４　同行援護　　　　　５　療養介護

　空欄（　C　）の語群（解答番号は ８ ）

　１　施設入所支援　　　２　就労移行支援　　　３　就労継続支援
　４　就労定着支援　　　５　自立生活援助

　空欄（　D　）の語群（解答番号は ９ ）

　１　共同生活援助　　　２　居宅介護　　　　　３　施設入所支援
　４　自立訓練　　　　　５　自立生活援助

　空欄（　E　）の語群（解答番号は 10 ）

　１　居宅介護　　　２　重度訪問介護　　　３　生活介護
　４　短期入所　　　５　療養介護
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　�　次の文章は、高等学校学習指導要領（平成30年３月告示）「第２　介護福祉基礎　２�内容　（２）
介護福祉の担い手　（３）介護を必要とする人の理解と介護」における指導項目の一部である。�
これについて（１）～（３）の問いに答えよ。

　　

⑵　介護福祉の担い手
　ア　介護を取り巻く状況
　イ　介護従事者の役割と（　A　）
⑶　介護を必要とする人の理解と介護
　ア　介護を必要とする人と生活環境
　イ　高齢者の生活と介護
　ウ　①障害者の生活と介護
　エ　②介護福祉サービスの概要

（１）文章中の空欄（　A　）に入る語句として、適切なものを１～５から一つ選べ。
　　　解答番号は 11

　１　介護支援専門員　　　２　介護職員初任者研修　　　３　介護福祉士
　４　社会福祉士　　　　　５　精神保健福祉士

（２）下線部①に関連して、次のア～エの問いに答えよ。

　ア�　「身体障害者補助犬法」（令和３年９月施行）に関する記述として最も適しているものを１～５
から一つ選べ。解答番号は 12

　１　この法律において「身体障害者補助犬」とは、盲導犬及び介助犬の２種類である。
　２�　住宅を管理する者（国等を除く。）は、その管理する住宅に居住する身体障害者が当該住宅に

おいて身体障害者補助犬を使用することを拒んではならない。
　３�　公共交通事業者等は、その管理する旅客施設及び旅客の運送を行うためその事業の用に供する

車両等を身体障害者が利用する場合において身体障害者補助犬を同伴することを拒まないよう努
めなければならない。

　４�　障害者雇用事業主以外の事業主（国等を除く。）は、その事業所又は事務所に勤務する身体障
害者が当該事業所又は事務所において身体障害者補助犬を使用することを拒んではならない。

　５�　国等が管理する施設、公共交通機関、不特定かつ多数の者が利用する施設、事業所又は事務所
の利用等を行う場合において身体障害者補助犬を同伴し、又は使用する身体障害者は、厚生労働
省令で定めるところにより、その身体障害者補助犬に、その者のために訓練された身体障害者補
助犬である旨を明らかにするための表示をしなければならない。

３
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　イ�　身体障害者補助犬法に基づいて認定されている「盲導犬」に関する記述として最も適している
ものを１～５から一つ選べ。解答番号は 13

　１�　盲導犬は、盲導犬の使用者の指示を必ず守るわけではなく、危険を回避するために、指示に従
わないことがある。

　２　盲導犬を見かけた際には、餌を与えたり、なでたりしてもよい。
　３　日本で国産第一号となった盲導犬の犬種はラブラドール・レトリーバーである。
　４　盲導犬を利用する要件には、身体障害者１級以上の者であることが必須になっている。
　５�　盲導犬が社会福祉事業として育成されるようになったのは、第一次世界大戦中のイギリスであ

り、1916年にはイギリスで盲導犬の訓練学校が設立された。

　ウ�　「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」（令和
５年４月施行）に関する記述として誤っているものを１～５から一つ選べ。解答番号は 14

　１　この法律は平成25年に障害者自立支援法から改正されて障害者総合支援法となった。
　２�　この法律において「障害者」とは、身体障害者、知的障害者、そして発達障害者を含む精神障

害者であり、その他は含まない。
　３�　この法律において、すべての国民は、その障害の有無にかかわらず、障害者等が自立した日常

生活又は社会生活を営めるような地域社会の実現に協力するよう努めなければならない。
　４�　この法律の基本理念は、障害者及び障害児が日常生活・社会生活を営むための支援は、共生社

会を実現するため、社会参加の機会の確保及び地域社会での共生、社会的障壁の除去に資するよ
う、総合的かつ計画的に行われることとしている。

　５�　この法律の目的は、障害者及び障害児が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい
日常生活又は社会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付、地域生活
支援事業その他の支援を総合的に行い、もって障害者及び障害児の福祉の増進を図るとともに、
障害の有無にかかわらず国民が相互に人格と個性を尊重し安心して暮らすことのできる地域社会
の実現に寄与することである。
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　エ�　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）」�
（令和５年４月施行）に関する記述として誤っているものを１～５から一つ選べ。

　　解答番号は 15

　１�　この法律において、障害者虐待を受けたと思われる障害者を発見した者は、速やかに、これを
市町村等に通報しなければならない。

　２�　この法律において、「障害者虐待」とは養護者による障害者虐待、障害者福祉施設従事者等に
よる障害者虐待のみとされる。

　３�　この法律において、障害者虐待の類型は放棄・放置、身体的虐待、心理的虐待、性的虐待、経
済的虐待のいずれかに該当する行為である。

　４�　都道府県障害者権利擁護センターの業務には、障害者虐待の防止及び養護者に対する支援に関
する広報その他の啓発活動がある。

　５�　市町村長は、養護者による障害者虐待により障害者の生命又は身体に重大な危険が生じている
おそれがあると認められるときは、障害者の福祉に関する事務に従事する職員をして、当該障害
者の住所又は居所に立ち入り、必要な調査又は質問をさせることができる。
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（３�）下線部②に関連して、次の表２は「介護保険法」（令和５年５月施行）に示される介護給付の
種類の一部をまとめたものである。空欄（　A　）～（　E　）に当てはまる語句として最も適切
なものはどれか。それぞれ１～５から一つ選べ。

　　　表２

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪問介護
介護福祉士や訪問介護員によって提供される入浴、排泄、食事等の介護、
そのほかの日常生活を送るうえで必要となるサービス

訪問看護
看護師、准看護師、保健師、理学療法士及び作業療法士が居宅を訪問し
て行う療養にかかわる世話、または必要な診療の補助を行うサービス

（　A　）
特別養護老人ホームなどの施設で短期間、生活してもらい、その施設
で行われる、入浴、排泄、食事などの介護、そのほかの日常生活を送
るうえで必要となるサービス及び機能訓練

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護福祉施設
サービス

介護老人福祉施設とは、特別養護老人ホームであって、その施設が提
供するサービスの内容、施設サービス計画に基づいて、入浴、排泄、
食事などの介護、そのほかの日常生活を送るうえで必要となるサービ
ス、機能訓練、健康管理及び療養上のサービスを提供することを目的
とする施設

介護保健施設
サービス

（　B　）とは、その施設が提供するサービスの内容、施設サービス計
画に基づいて、看護、医学的な管理の必要となる介護、機能訓練、そ
のほかの必要な医療、日常生活上のサービスを提供することを目的と
し、所定の要件を満たして都道府県知事の許可を得た施設

介護療養施設
サービス

（　C　）とは、療養病床などのある病院または診療所で、その施設が
提供するサービスの内容、施設サービス計画に基づいて、療養上の管理、
看護、医学的な管理の必要となる介護、そのほかのサービス、機能訓練、
そのほかの必要な医療を提供することを目的とした施設

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

定期巡回・随
時対応型訪問
介護看護

定期的な巡回や利用者からの連絡によって、利用者の居宅を訪問して
行われる入浴、排泄、食事などの介護や療養生活を支援するための看護、
そのほかの日常生活を送るうえで必要となるサービス

夜間対応型
訪問介護

夜間の、定期的な巡回や利用者からの連絡によって、利用者の居宅を
訪問して行われる入浴、排泄、食事などの介護、そのほかの日常生活
を送るうえで必要となるサービス

（　D　）
利用者の居宅で、または利用者がサービス拠点に通ったり、短期間宿
泊したりして、提供される入浴、排泄、食事などの介護、そのほかの
日常生活を送るうえで必要となるサービスなどや機能訓練

（　E　）
老人デイサービスセンターなどで提供される、入浴、排泄、食事など
の介護、そのほかの日常生活を送るうえで必要となるサービス及び機
能訓練
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　空欄（　A　）の語群（解答番号は 16 ）

　１　短期入所生活介護　　　２　短期入所療養介護　　　３　地域密着型特定入居者生活介護
　４　通所リハビリテーション　　　５　特定施設入居者生活介護

　空欄（　B　）の語群（解答番号は 17 ）

　１　介護医療院　　　２　介護療養型医療施設　　　３　介護老人保健施設　
　４　サービス付き高齢者向け住宅　　　５　養護老人ホーム

　空欄（　C　）の語群（解答番号は 18 ）
　１　介護医療院　　　２　介護療養型医療施設　　　３　介護老人保健施設
　４　サービス付き高齢者向け住宅　　　５　養護老人ホーム

　空欄（　D　）の語群（解答番号は 19 ）
　
　１　看護小規模多機能型居宅介護　　　２　小規模多機能型居宅介護
　３　通所リハビリテーション　　　　　４　特定施設入居者生活介護
　５　認知症対応型共同生活介護

　空欄（　E　）の語群（解答番号は 20 ）

　１　介護予防通所リハビリテーション　　　２　通所リハビリテーション
　３　地域密着型通所介護　　　４　認知症対応型通所介護　　　５　療養通所介護
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　�　次の（１）～（３）の問いに答えよ。

（１）次の日本国憲法の条文または条文の一部を読み、次のア～エの問いに答えよ。

　　

第十九条　思想及び（　A　）の①自由は、これを侵してはならない。

第二十条�　（　B　）の自由は、何人に対してもこれを保障する。いかなる宗教団体も、国か
ら特権を受け、又は政治上の権力を行使してはならない。

第二十一条　集会、結社及び言論、出版その他一切の（　C　）の自由は、これを保障する。

第二十二条�　何人も、②公共の福祉に反しない限り、居住、移転及び③職業選択の自由を有する。

第二十三条　（　D　）の自由は、これを保障する。

　ア�　条文中の（A）～（D）に入る語句の組合せとして正しいものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 21

　１　A　良心　　　B　宗教　　　C　表現　　　D　学問
　２　A　良心　　　B　信教　　　C　表現　　　D　幸福追求
　３　A　良心　　　B　信教　　　C　表現　　　D　学問
　４　A　個人　　　B　信教　　　C　思想　　　D　幸福追求
　５　A　個人　　　B　宗教　　　C　思想　　　D　学問

　イ�　下線部①に関連して、以下の１～５は日本国憲法の条文または条文の一部である。自由権に関
する条文として最も適しているものを１～５から一つ選べ。解答番号は 22

　１　何人も、いかなる奴隷的拘束も受けない。
　２　すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。
　３�　すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利を

有する。
　４�　すべて国民は、法の下に平等であつて、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、

経済的又は社会的関係において、差別されない。
　５�　両議院の議員及びその選挙人の資格は、法律でこれを定める。但し、人種、信条、性別、社会

的身分、門地、教育、財産又は収入によつて差別してはならない。

４
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　ウ�　下線部②に関連して、公共の福祉により人権が制限される例として、誤っている記述はどれか。
１～５から一つ選べ。解答番号は 23

　１　他人の名誉を傷つける行為は禁止されている。
　２�　補償を行うとしても、公共のための道路や河川の整備に必要な個人の所有する土地を国が収用

することは禁止されている。
　３　公衆浴場の設置について、設置距離の制限を受けることがある。
　４　選挙運動において、制限を受ける例の一つに戸別訪問の禁止がある。
　５　公務員は、国家公務員法や地方公務員法によってストライキが禁止されている。

　エ　下線部③に関連して、労働三法の組合せとして正しいものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 24

　１　労働組合法、労働契約法、労働基準法
　２　最低賃金法、労働契約法、労働基準法
　３　労働組合法、労働基準法、労働関係調整法
　４　最低賃金法、労働契約法、労働関係調整法
　５　労働組合法、最低賃金法、労働関係調整法

（２）次の日本国憲法の条文の一部を読み、次のア～ウの問いに答えよ。

　　

第七十六条�　すべて司法権は、最高①裁判所及び法律の定めるところにより設置する下級裁判
所に属する。

第七十八条�　②裁判官は、裁判により、（　A　）のために職務を執ることができないと決定
された場合を除いては、（　B　）の弾劾によらなければ罷免されない。

第七十九条�　最高裁判所は、その長たる裁判官及び法律の定める員数のその他の裁判官でこ
れを構成し、その長たる裁判官以外の裁判官は、（　C　）でこれを（　D　）する。

　ア　条文中の（A）～（D）に入る語句の組合せとして正しいものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 25

　１　A　心身の故障　　　B　公　　　　　　C　内閣　　　　　　D　任命
　２　A　良心　　　　　　B　公　　　　　　C　最高裁判所　　　D　指名
　３　A　心身の故障　　　B　公　　　　　　C　内閣　　　　　　D　指名
　４　A　良心　　　　　　B　国民審査　　　C　最高裁判所　　　D　指名
　５　A　心身の故障　　　B　国民審査　　　C　内閣　　　　　　D　任命
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　イ　下線部①に関連して、裁判所の記述として誤っているものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 26

　１　下級裁判所の裁判官の任期は５年である。
　２　裁判は原則公開であるが、裁判官の全員の一致で場合によっては非公開にすることができる。
　３�　すべて裁判官は日本国憲法および法律にのみ拘束されると日本国憲法第76条第３項に記されて

いる。
　４�　最高裁判所は、一切の法律、命令、規則又は処分が憲法に適合するかしないかを決定する権限

を有する終審裁判所である。
　５�　最高裁判所裁判官の任命は、任命後初めて行われる衆議院議員総選挙の際に国民審査を受ける。

また、その後10年を経過した後初めて行われる衆議院議員総選挙の際にも国民審査を受ける。そ
の後も同様である。

　ウ　下線部②に関連して、裁判員制度の記述として正しいものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 27

　１　裁判員制度で対象となるのは、民事事件である。
　２　令和４年４月から裁判員の対象となる年齢は18歳以上となった。
　３　裁判員に選ばれるとどのような事情があっても辞退することはできない。
　４　裁判員制度では、原則として裁判員５人と裁判官２人で一つの事件を担当する。
　５�　現在、裁判官である者は裁判員の職務に就くことができないが、過去に裁判官であった者が裁

判員の職務に就くことはできる。

（３）わが国の国会に関する次のア～ウの問いに答えよ。

　ア�　以下のA～Eは、内閣不信任決議が可決され、衆議院が解散となった後、新しい内閣が発足す
るまでのできごとである。Ａ～Ｅのできごとを起こるのが早い順に並べ替えたとき、適切なもの
はどれか。１～５から一つ選べ。解答番号は 28

　Ａ　国務大臣が任命される　　Ｂ　総選挙が行われる　　Ｃ　特別国会が召集される
　Ｄ　内閣が総辞職する��　�　　Ｅ　内閣総理大臣が指名される

　１　C　→　B　→　D　→　A　→　E
　２　C　→　B　→　D　→　E　→　A
　３　B　→　C　→　A　→　E　→　D
　４　B　→　C　→　E　→　A　→　D
　５　B　→　C　→　D　→　E　→　A

─�16�─



　イ　衆議院または参議院に関する記述として最も適しているものを１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 29

　１　参議院議員は比例代表選挙と小選挙区選挙によって選出される。
　２　令和５年８月現在、衆議院の議員定数は480名、参議院の議員定数は242名となっている。
　３�　衆議院の優越の中には、予算の議決、法律案の議決、内閣総理大臣の指名、憲法改正の発議が

含まれる。
　４�　衆議院議員の任期は６年とされており、３年ごとに議員の２分の１を改選すると日本国憲法に

定められている。
　５�　日本国憲法第53条には、内閣は国会の臨時会の召集を決定することができること、いずれかの

議院の総議員の４分の１以上の要求があれば、内閣は臨時会の召集を決定しなければならないこ
とが示されている。

　ウ�　次の表は定数６名の比例代表選挙での各政党の得票数をまとめたものである。ドント式で各政
党に議席を配分するとG党からは何名が当選するか。正しいものを１～５から一つ選べ。

　　解答番号は 30

政党名 F党 G党 H党 I党

得票数 12,000 8,400 5,000 3,900

　１　１名　　　２　２名　　　３　３名　　　４　４名　　　５　５名
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　�　次の（１）～（３）の問いに答えよ。

（１）公害問題、環境問題について、次のア～エの問いに答えよ。

　ア�　明治時代に鉱毒により、渡良瀬川流域に大きな被害をもたらした事件で、その原因となった場
所として正しいものを１～５から一つ選べ。解答番号は 31

　１　日立銅山
　２　別子銅山
　３　足尾銅山
　４　生野銀山
　５　石見銀山

　イ�　四大公害病について説明した次の文章中の、（Ａ）、（Ｂ）の組合せで、正しいものを１～５から
一つ選べ。解答番号は 32

　・�　新潟水俣病は、新潟県阿賀野川流域で発生した、（　A　）による公害病である。
　・�　イタイイタイ病は、（　B　）県神通川流域で発生し、原因はカドミウムで、激しい痛みを伴う

のが特徴である。
　・　水俣病は、熊本県水俣湾周辺で発生した。（　A　）が原因の公害病である。
　・�　四日市ぜんそくは、三重県四日市市周辺で発生した公害病である。工場からの煤煙が原因で、

気管支炎やぜんそくを引き起こした。

　１　A　メチル水銀　　　B　富山
　２　A　メチル水銀　　　B　福井
　３　A　ヒ素　　　　　　B　福井
　４　A　メチル水銀　　　B　岐阜
　５　A　ヒ素　　　　　　B　富山
　
　ウ�　次の出来事について年代の古いものから新しいものに並べ替えた場合正しいものを１～５から
一つ選べ。解答番号は 33

　１　環境基本法の制定　→　環境庁の設置　→　公害対策基本法の制定
　２　公害対策基本法の制定　→　環境基本法の制定　→　環境庁の設置
　３　環境庁の設置　→　公害対策基本法の制定　→　環境基本法の制定
　４　公害対策基本法の制定　→　環境庁の設置　→　環境基本法の制定
　５　環境基本法の制定　→　公害対策基本法の制定　→　環境庁の設置

５
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　エ�　令和４年４月１日から施行された「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」では、
特定プラスチック使用製品の提供量の削減や使用の合理化を打ち出している。飲食店等の対象業
種において無償提供されている特定プラスチック使用製品について、削減の取組の対象となって
いない品目を１～５から一つ選べ。解答番号は 34

　１　スプーン　　　２　テーブルナイフ　　　３　はし
　４　フォーク　　　５　飲料用ストロー

（２）下の表は1970年代から80年代の日本経済の略史である。次の、ア、イの各問いに答えよ。

年（西暦） 略史

1970 日本万国博覧会が【　A　】で開催された

1973
1ドル【　B　】円の固定相場から変動相場制へ

第一次オイルショック、激しい【　C　】が起こる

1978 第二次オイルショック

1985 プラザ合意発表

1986 空前の【　D　】景気が1990年頃まで続く

　ア�　表中【Ａ】から【Ｄ】に当てはまる語句や数字の組合せとして正しいものを１～５から一つ選べ。
解答番号は 35

　１　A　大阪　　　　B　360　　　C　インフレーション　　　D　バブル
　２　A　つくば　　　B　360　　　C　デフレーション　　　　D　バブル
　３　A　大阪　　　　B　300　　　C　インフレーション　　　D　いざなぎ
　４　A　大阪　　　　B　360　　　C　デフレーション　　　　D　いざなぎ
　５　A　つくば　　　B　300　　　C　インフレーション　　　D　バブル

　イ　1985年のプラザ合意が行われた会議について、開催国を１～５から一つ選べ。
　　解答番号は 36

　１　フランス　　　２　西ドイツ　　　３　日本　　　４　アメリカ　　　５　イギリス
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（３）日本の排他的経済水域に関する次のア、イの問いに答えよ。

　ア�　排他的経済水域において、沿岸国に認められている権利の説明として誤っているものを１～５
から一つ選べ。解答番号は 37

　１　天然資源の開発等のための主権的権利
　２　人工島、設備、構築物の設置及び利用に係る管轄権
　３　海洋の科学的調査に係る管轄権
　４　海洋環境の保護及び保全に係る管轄権
　５�　通関・財政・出入国管理・衛生に関して、法令の違反の防止及び処罰を行う権利

　イ�　日本の最西端の島、最南端の島、最東端の島の名称の正しい組合せはどれか、１～５から一つ
選べ。解答番号は 38

　　　　最西端　　　　　最南端　　　　　最東端
　１　西表島　　　　沖ノ鳥島　　　南鳥島
　２　沖ノ鳥島　　　西表島　　　　南鳥島
　３　与那国島　　　沖ノ鳥島　　　南鳥島
　４　沖ノ鳥島　　　南鳥島　　　　西表島
　５　与那国島　　　南鳥島　　　　沖ノ鳥島
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